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つ
い
て
は
、
ま
だ
、
決
定
的
な
許
習
を
一

き
め
て
い
ま
せ
ん
が
、
方
針
と
し
て
は
一

①
水
回
深
耕
に
よ
る
、
秋
夢
議
象
一

の
解
消
を
は
か
る
た
め
、
表
の
間
以

b

一

入
れ
か
ら
悶
概
え
ま
で
の
期
腿
に
、
一

水
田
地
帯
に
入
れ
て
い
き
た
い
。
一

銅
器
出
張
者
負
担
は
、
十
ア
ー
ル
〈
反
〉
一

君
、
一
千
一
一
宮
内
穏
度
と
し
た
い
一
市
教
育
委
員
全
は
、
季
競
警
告
、
ず
い
て
、
今
年
度
奨
学
露
五
名

講
習
末
期
が
え
し
も
、
地
球
与
を
決
定
、
限
月
二
十
二
日
長
室
道
場
に
、
全
奨
学
ぞ
学
校
長

e
若

者
俗
語
抽
象
の
解
消
や
、
ネ
マ
ト

i
ダ
一
を
あ
つ
め
、
奨
学
生
日
常
用
通
知
交
付
式
を
あ
げ
、
問
符
に
、
奨
学
会
開
問
@
五

(
土
護
虫
)
駆
除
蓄
援
に
、
十
一
二
ハ
丹
念
一
等
喜
一
番
し
ま
し
た
。

て
十
ニ
ペ
工
芸
ア
キ
の
一

Z

の
奨
学
制
度
は
、
有
能
な
議
の
一
喜
皐
宅
、
出
身
中
学
笠

宮
襲
に
言
っ
て
い
き
た
い
。
一
う
ち
、
経
済
的
な
潟
一
自
主
高
校
へ
一
重
に
よ
っ
て
、
教
育
長
が
塗

，
嗣
④
霊
単
位
に
申
し
込
み
を
煎
ご
い
き
に
く
い
き
、
蓄
の
認
を
一
き
め
ら
れ
ま
す
。

ーρ
一
深
審
理
、
運
営
養
雲
で
緊
一
宿
署
警
レ
、
撃
を
す
す
め
で
す
奨
学
金
は
一
人
月
額
一
千
号
、

一
一
を
考
へ
計
叩
慰
問
に
察
施
し
た
い
。
一
い
く
に
と
を
密
約
と
し
て
い
ま
す
。
一
校
奪
三
正
規
の
修
業
年
限
)

ア
一
な
ど
の
諸
点
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
マ
こ
の
対
象
に
な
る
人
は
、
市
立
中
学
一
中
、
続
け
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

千
二
語
、
襲
警
護
方
法
@
採
用
品
一
票
伊
勢
原
中
学
校
華
蒸
し
て
、
一
露
呈
十
毒
薬

計
百
3

フ
ク
タ
!
の
重
審
な
ど
の
一
会
立
の
高
等
学
校
に
進
学
し
た
喜
一
密
議
議
中
日

一
基
穣
的
研
究
に
会

一
カ
を
あ
げ
る
と
の

一
態
度
で
の
ぞ
む
こ

土
曜
閣
改
良
の
お
〉
き
な
怒
待
を
か
け
、
一
と
に
な
っ
て
い
ま

一
ニ
月
二
十
一
一
一
一
回
、
市
費
二
百
六
十
八
万
一
す
が
、
フ
ォ
ー
ド

円
を
投
じ
て
、
東
宍
丸
羽
海
皐
闘
車
(
株
〉
一
ソ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー

か
ら
買
い
入
れ
た
、
半
装
軌
@
フ
一
方

1

一
の
探
耕
能
力
最
深

ド
ソ
ン
大
型
農
業
用
ト
ラ
ク
タ
ー
は
~
一
四
五
セ
ン
チ
(
尺

い
ま
、
農
鰹
認
の
苧
に
あ
っ
て
、
試
選
一
五
寸
)
十
ア
ー
ル

較
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
(
反
)
当
り
回

i

乙
れ
と
法
官
て
議
定
し
た
、
一
一
戸
川
市
一
五
十
分
と
い
う
悠

長
を
委
員
長
と
す
る
土
層
改
長
選
営
費
一
能
か
ら
み
て
、
来

自
民
金
は
、
頭
脳
助
役
@
各
農
業
協
尚
組
一
年
以
後
、
農
耕
に

舎
で
農
業
機
械
佑
箆
歪
愛
護
ら
一
、
革
命
的
な
効
果

苧
委
員
と
し
て
、
水
田
作
業
の
は
じ
ま
一
を
も
光
ら
す
と
考

る
六
回
出
窓
口
同
様
に

f

ト
ラ
ク
タ
ー
の
選
え
ら
れ
て
い
ま

営
計
画
を
検
討
じ
て
い
ま
す
。
一
す
。

に
の
ト
ラ
ク
タ
ー
を
ど
う
使
ピ
っ
か
、
に

ま
る

100 封O.

い
ま
す
。
平
塚
市
は
率
先
し
て
問
る
く
い
も
の
と
ね
が
っ
て
い
ま
す
。

ζ
れ
ぽ

楽
し
い
メ
ー
デ
ー
を
、
指
撃
の
名
に
コ
ロ
ン
ピ
ヤ
に
箇
も
需
け
も
市
か
ら

お
い
て
捜
大
に
行
な
い
、
労
働
者
の
回
依
猿
し
ま
し
た
。
袈
干
今
日
五
月
七

結
と
、
よ
ろ
こ
ぴ
と
ほ
こ
白
と
を
、
み
日

i

コ
ロ
ン
ピ
ヤ
で
、
島
倉
千
代
子
と

ん
な
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
た
〉
え
る
べ
青
木
光
一
の
レ
コ
ー
ド
吹
き
~
チ

4ど
h
u

き
で
す
。
真
福
田
に
労
働
す
る
市
民
の
る
の
で
、
わ
た
し
は
立
会
ド
に
出
か
け

五
月
一
百
五
月
慣
れ
の
ド

S
C自
に
第
牛
余
、
全
員
五
平
余
名
ー
が
率
先
し
て
中
一
活
一
が
守
ら
れ
、
そ
の
福
祉
が
向
上
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
レ
コ
ー
ド
が
出
来
し

四
回
平
地
味
市
労
働
祭
を
盛
大
に
行
な
い
前
夜
祭
に
も
、
当
日
の
行
進
に
も
、
参
る
こ
と
は
、
住
み
よ
く
明
る
い
町
づ
く
だ
い
、
発
表
大
会
を
や
り
ま
し
ょ
う
。

ま
し
た
。
統
一
〆
!
?
白
第
一
一
一
十
一
加
し
て
一
部
る
い
話
題
を
務

υた
こ
と
は
り
に
欠
く
ζ
と
の
で
き
な
い
震
で
名
物
の
七
夕
ま
つ
基
義
ず
る
空

白
で
す
が
、
本
市
で
は
す
で
じ
路
年
前
新
鶴
で
も
御
法
知
の

ζ
と
と
患
い
ま
す
。
腐
り
で
す
。
み
な
さ
ん
に
よ
ろ
こ
ば
れ

宮
、
メ
ー
デ
ー
の
あ
与
党
は
か
く
す
。
譲
に
立
っ
て
苦
書
長
と
し
五
月
一
回
に
つ
い
て
七
月
に
は
例
親
し
ま
れ
る
も
の
が
出
来
る
こ
と
を
常

あ
る
べ
き
も
の
と
考
え
、
金
市
民
の
町
て
も
、
大
へ
ん
う
れ
し
く
、
心
強
く
感
に
よ

P
七
夕
ま
つD
で
す
。
こ
と
し
は
じ
て
お
り
ま
す
。

ぐ
る
み
の
家
族
で
る
み
の
、
回
る
く
楽
じ
光
こ
と
で
し
た
。
来
年
は
さ
ら
に
間
十
商
年
に
あ
た

D
ま
す
の
で
、
今
か
ら
七
夕
ま
つ
D
の
行
場
は
、
そ
の
ほ
J

し
い
初
日
と
し
光
く
て
、
市
費
で
〆

l

ぐ
る
み
の
、
労
働
祭
の
姿
に
ま
で
、
も
準
備
に
と
白
か
か

D
、
す
で
に
記
品
川
山
行
に
も
い
ろ
い
ろ
計
留
し
て
お

D
ま
す
か

ヂ
ー
を
抗
っ
て
き
ま
し
た
。
宰
い
に
し

P

あ
げ
て
ゆ
き
た
い
も
の
と
か
ん
が
え
事
の
ひ
と
つ
と
し
て
二
巾
長
の
わ
た
し
ま
だ
、
発
表
心
持
期
に
は
な
っ
て
お
わ

F

τ
今
年
度
百
四
党

D

は
、
こ
の
傾
向
が
全
て
お
担
ま
す
ロ
お
祭
乙
そ
、
平
和
の
シ
が
「
引
タ
一
笈
頭
」
の
作
詩
を
し
ま
し
た
ま
せ
ん
が
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
い
っ

屡
的
な
も
の
と
な
交
わ
け
で
も
平
塚
ン
ポ
ル
で
す
。
お
祭
実
勝
争
の
異
に
市
民
全
体
が
、
老
い
ゑ
誓
も
、
男
も
し
ょ
に
楽
し
め
る
市
民
祭
、

市
で
は
、
関
組
に
は
関
係
の
な
い
、
む
ろ
悪
用
す
る
韓
嵐
は
だ
ん
乙
排
除
し
て
ゆ
女
も
、
家
庭
守
る
み
で
、
親
芋
も
、
夫
若
田

ん
政
匁
政
採
に
も
乙
一
だ
わ
り
な
く
、
矯
か
ね
ば
な

D

ま
せ
ん
。
闘
争
は
翻
争
で
婦
も
、
い
っ
し
ょ
に
口
に
し
、
い
っ
し
十
セ

入
額
俸
連
絡
協
議
全
i

一
加
認
鶏
入
金
日
一
一

7
0
別
の
機
金
に
、
別
の
場
T
A口で
と
思
ょ
に
腐
る
こ
と
の
で
き
る
明
閉
鎖
に
し
た
う
。
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市
長
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この注射を受ける人は，引き続い l

て各閣の会場においでください。 j

E対象〕生後蜘月 (3 年〉以上60才[
引き続いて2~3 I までの人。この予防注射は，世帯遜 i 祭のレントゲン棄で
簡を実施 j 知書は局きません。学校へ通ってい!日j項に説明 lA:!: おり，県のレント

これから流行するおそろしいチフス i る人は学校でします。 I ゲ γ車による結核健康診断が，次の
の予問射が，引き絞き行なわれて I [料金]ことしはじめて受ける人 3 回!日程でひらかれます。無料です。
います。腸チフス@パラチフスをよ|分30凡ー毎年受けている人は 1 回分b 月]

せっけないために，ぜひ，ぉ近くの 1 10Flをこ用意ください。 130日献・ゴム社宅(1時~正午〉
会場で，お受けください。 1 臨網酬酬酬側側榊酬鵬 1: 大久保公園 く13時~15時〉
[5 月 J 1 111111官端組灘間問問淵防相淵11 31 日妙安寺境内 (10時~正午〉
18自花水会館③ お日 {E水会館② I illllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllmllllll1lllllllmll~lllllllllllllllllllmllllllllllll << 春日神社境内 (13時~15持〕
ク金糟民例 。岡崎小学校③! 赤ちゃんを対象 1[6 月]
。岡崎小学校② ク金但健民館③ i '':::: .. :':-:--'':~- 11 日職業訓練指導所く1日時~正午〕
198公会堂③ 26日豊田公民館③ I 6 J:1 9 日から い富士見伴校庭く13時~15持〉
。城島小学校② 。見附台公会堂(2; 1 昨年の自月 1 日以後，ことしの 1 月 12 i3扇松自動車検査場。臼時~正午〉

清田公即時 ク城刷、学校③! 31 日までに生れた赤ちゃんを対象に 1<< 烏入青年会館 く13時~1時〉
20日須賀公民館(t27日須賀公民館②i ほうそうの予防注射を行ないます。 13 日栄養小学校校庭(10時~正午〉

。神田保育所② ク神間保育所③!該当の子には通知書を出しました。 j ク 東雲町公爵 (13持 ~15持〉

ク八幡公民館② 。八幡公民館③ i 通知がいかないときは，衛生課また 16 13 羽衣町公爵 く10時~正午〉

21 日中原小学校②28 日中原小学校③ 1.おa 支所@出張所へご連絡くださ 1<< 花水会銭前 く13時~15時〉

ク平塚保健所③。乎塚保健所③滞解日程次のとおり，時陪]13時30分 17 日光門寺前 (10時~正午〕

23自馬入青年会②30日馬入青年余③ 1~15持。 I ク 立野町公濁諒j (13時~15時〉

。四之宮公民館③ク四之宮公民館③ 1 [6 月〕接種目 9 目撃回公民館 18 日県立農業会館 く10持~正午〉

。土震小学校二D31 日富土見小学 16 日土震小学校 10日神田保育所 |ク 第二1高防分間前(13時~15時〉

。金書小学校③ 校③ i ク金宮小学校 。四之宮公民館 19 日須賀長楽寺境内(10時~正午〕

叫制、学校③(注〉①は第四 1 7 日旭公明 間報公民館 io 元漁業協同組合(13時~附
。富士見小学校②(gは第 2 回③は i ク吉沢小学校 。見附台公会堂 110S 高浜高校前 llC時~正午〉
タ旭公民館③ 第 3 回目を示す 18 日岡崎小学校 13 日花水会館 1<< 須賀鳥海新路[.5前(13時~15時〉

静この予i方注射は続けて S 矧やらな i 。金問診療所 14日須資公民館 1 13日須費公民館 (邸時~15時〉
いとききません。ことしはじめて 1913城島公民館 114目見照合公会堂 亡10時:-15時)
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惨パラゲアイ庖営開拓者
8 月 25臼まで募集中@条件
農業経験をもっ夫婦で、永
住する表。

惨コチア単独驚年務銭者
12刃 13日まで募集中@条件
18才 ~25才未満の農業青年
で未婚の男子。 2~3男。

惨コチア夫嫁移伎希望者
12月 13S まて三募集中@条件
18才~25才未満の農家の夫
婦で、子供のない表。

詳しくは疑念諜社会係へ
mm開制限IlII!1IlJUUfl!!IIl!ItI!IUI!l!I!mnU !!1!1 !IIUIU !l IIII!111



Oだれにも蓄え

ないあなたの地

み、心配むとを

そっと訴えてい

交交く。

と岩壁@毎月第 1

と

• 6 f.l 

事再 3 月諮 9 時~1号陣。

ところ@・)…..fil.附合武道場授霊童

給量斑箆@哩 ! ・締人民侵害岳民ほ1?

諮談内容@事のうえ@健康@家庭

@住居 e 蹴藁@結鱗@主主務@教育

その他精神的経済的商患なんでも

〈福祉事務所.~士会福祉協議会)

争警察では、今月いっぱい.銃砲・
刀員IJ王立の iJè JL と隠け出推進月間を
実施中です。
l>大掃除や遺品の整理でみつかった
刀@ヤヲ e ナギナタ@けん銃@弾

!丸などは、この機会にぜひ警察へ!
?発見し亡、すぐ腿け出れば、一定
の手続を緩吃二、正式に所蔵するこ
とが認められ事す。

bかくして持った号、ひそかにすて
たワすると、法律違反になります

日 まで

人口統計から
人口総数@ 品ふ 107.322人

世帯総数~ 22.965世常

面 積 e むi息苦 67.9km' 

人口密度・ 瞭 1.579人

前月比420人82役帯が増加した。

-5J司 1 臼しらベー

見透

と

り
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152説室長民主 E28弓戸
を讐穿伝俗奏撃 し三島建哀客室警暴長

ものがまだ発見されていない。
50 

平塚新宿に鎮座する八幡神社

!日称八幡宮の古伝に「神急年

中く 724-8 )諮問一之宮へ法

華経を納められし時当社へも絞

め給ひしと云j とある。このと

き諸国に大塔が建立されたので

あるが、平塚の

大塔溜の大塔が

そのときのもの

であるかどうか

明畿でない。た

だ八幡宮育後の丘を、中塔山ψ

とむかしは言った。大塔あって

の中塔であるから当然八幡宮に

附随した大塔であったにちがい
ない。

妥護

り
社
ふ
大
こ
き
免
塔
用
土
屋
。
土
各
る
地
の
か
塔
ぷ
務
つ
乎
な

通
荷
を
く
こ
警
の
大
費
た
土
る
の
他
す
の
〉
代
大
と
大
も
が
う

仲
格
点
広
に
も
演
て
る
れ
内
湯
め
の
と

'
q

山
田
待
合
こ

o
を

o
よ

新
開
地
り
務
と
の
っ
す
ら
市
カ
主
そ
呼
習
時
い
場
う
る
撲
る
の

と
塔
の
な

o

」
世
従
営
え
。
地
の

o
称
塔
〈
古
の
い
く
幾
れ
石

町
大
こ
か
い
免
中

o
経
与
る
農
持
る
を
大
年
。
こ
と
て
当
ら
礎

石
に
は
で
し
「
し
る
持
に
な
ぶ
維
あ

J
9
3

る
。
か
っ
相
え
の

明
く
し
ま
ら
離
本
大
の
、
解
あ
維
め
に
呼
の
で
〉
る
禄
い
い
た
な
は
考
そ

i

ミ
か
方
た
も
塚
ク
が
。
は
と
で
を
た
と
と
堂
の
麗
こ
文
て
し
つ
に
に
と
ら

宿
ち
む
の
つ

M
M平
に
称
る
と
ん

V

と
塔
す
こ
免
突
た
〈

O
の
に
え
ら
あ
題
ら
の
か

新
点
。
預
言
∞
る
字
の
い

J

す
こ
大
出
う
突
鐘
つ
免
い
に
で
み
名
に
間
同
か
も
域

塚
叉
弘
て
と
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い
小
ム
ゲ
て
面
る
泊
、
み
い
鐘
は
あ
「
多
様
ず
に
遼
こ
と
う
た
地

平
交
あ
め
面
ら
て
由
競
つ
「
や
地
は
生
と
も
こ
で
に
は
平
は
綬
の
ど
然
い
ド
の

の
が
く
塔
か
れ
宿
塔
こ
ん
ゲ
租
簡
を
地
に
こ
地
地
例
名
水
ら
が
が
向
同
と
て
塚
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山
喜
重
量
間
同
富
雄
そ
れ
か
ら
、

P
T
A

の
お
父
さ
ん
た
清
純
な
乎
供
の
山
は
、
正
し
く
反
応
し

場
タ
お
題
醐
君
主
ば
乙
き
ょ
う
そ
う
Z
E
9

あ
ん
な
入
に
は
な
担
た
く
な
い
主

掛

.
0
が
に
話
1

一
哨
金
告
の
酬
ま
し
た
。
ぶ
ら
さ
が
っ
て
舟
る
か
と
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訴
え
て
い
を
な
ぜ
か
、
深
く
反
省

戸
川
市
開
と
か
醐
線
香
の
火
で
、
口
に
く
わ
え
た
た
ば
こ
さ
せ
ら
れ
る
作
交
で
す
。

一
部
監
℃
脚
に
火
を
つ
り
る
の
で
す
か
、
互
い
人
子
供
の
百
が
み
つ
め
て
い
る
お
と
な
の

一
凶
器
誌
は
、
み
ん
な
害
警
芸
さ
占
え
て
、
世
界
に
は
、
震
の
を
享

J
E

穏
抽
選
食
〈
附
火
を
つ
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
一
等
が
ル
ー
ル
違
反

H
r、
こ
の
ほ
か
に
も
た
ノ

至
宝
三
よ
主
主
主
ね
ら
一
一
一
一
等
ま
で
、
み
ん
な

ζ
の
人
た
ち
が
さ
ん
あ
り
ま
ず
。

「
償
た
ち
の
紅
白
リ
レ
ー
が
す
む
と
と
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
僕
は
大
人
に
ち
い
さ
な
ル
ー
ル
を
無
視
す
る
、
山
が
、

は
じ
め
な
っ
て
も
、
あ
ん
な
人
に
は
、
な

D

た
表
嘩
の
ル
ー
ル
も
、

滋議

四
年
患
の
再
開
に
う
つ
つ

ひどい紅谷町の路上駐車
紅谷町通りの路上駐車が、最近とく

に多くなり、通行上大変支持撃となっ

ている。交通事故も多いこの墳、事

故防止の上からも善処をのぞむ。

須賀T. む生(会社員〉

答紅谷町通ワだけでなく、思遂上

の駐車も、それが違法駐車でな

いにしてもョ交通上の大きな支障に

なっているのは事実です。草津が

無いのに自家用自動車をもっ人が多

くなり、道路を王手犀がわりにしてい

るものがあって取り締りに磁難を生

じています。取っ締りだけでは、解

決のむづかしい実情です。なお努カ

しますが、関係市民の理解ある協力

を得たいと思います。

〈平塚署警察署喜交通係〉


